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IV.結び
1.は じ め に.
企 業は,時 代 の流 れ と取 り巻 く環境 の変化 の要請 に応 じるべ き課題 を常 に有 してい るが,な かで
も 「変革」 もしくは 「革新(lnnovation)」は 最 も重要な もので あ り,そ の実現 の成 否 がゴー イン
グ コンサー ンと しての企業 の針路 を決定 づけ ると も言 え る。
　の
最近 の経営 学にみ る関心 が この点 に特 に集 中 してお り,か な りの研 究 が行わ れる とともに,そ の
頂点 に達 しつつ ある とい える。 その背 景には,内 外 を問 わ ず,戦 後 のいわ ゆる経済 の高度成 長下 で
の企業経 営,さ らには近 年の科 学技術 の急 速な進歩 のなかで の有効 な企 業経営,と りわ けハ イ ・テ
ク ノロジー の効果的な マ ネジメ ン トのあ り方 を探 ろ うとす る視点 があ る。
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また隣接 諸科学 との学際的研究 において も,「革新 」の有効性 が認知 され る傾 向にあ り,当該研 究
が さ らにグ ローバルな視点 で進 め られてい る。
こうした革新概念 を基礎 とす る企 業経営 に関 す る研究 もおおむね落 ち蒼 きを呈 しつつ あ るといえ
る。すな わち,イ ノベー シ ョンの本 質,イ ノベー シ ョンの生成 プ ロセス,イ ノベーシ ョンと組織 と
の関連性,イ ノベー シ ョンの マネジメ ン トとい った,一 連 の研究が ある程度 の完成 をみた ことであ
るG
しか しなが ら,い まだ企 業経 営にお け る革新 に関 しては,必 ず しもすべ ての問題が解 決 されてい
るわ けではな く,企 業 におけ るイノベー シ ョンの具体 的 プ ロセスや促進 因子等 につ いては十分 には
明 らかに されては いな い。 また当該研究 のア プ ローチが多岐 にわた ってい ることも,そ れを助長 し
てい るといわ ざるをえない。 そのた め今後 さ らに若 干 の整理 が必要 とされる。
この よ うな背景 を もとに,本 稿 にお いては,当 該 研究 の整理作業 を行 うな かで,企 業 に とって必
要 とされ る革新 の解 明 に際 し,第 四の経営 資源 とされ る 情 報」 を概念的 に導入 する ことによ って,
企業 に とって最 も重要 とされ る革新 をマ クロ的 に分 析す る ことをね らい としている。 そ して この よ
うな作業 を通 して,経 営環 境 と企 業の ダ イナ ミズムを解明 する とともに,企 業革:新のメカ ニズム を
明 らかにす ることを 目的 とす る ものであ る。
ll.企 業 革 新
ll-1.革新概念
ギ革新(Innovation)」の適用 が経 営学 におけ る 最近 の動 向の特徴 の 一つ とされ るが,本 来 は経
済学 を対 象学問領域 と してい た もの で あ り,今 世紀初頭 に当該概 念の導入 を最初 たばか ったのが
ゆ
,J.A.Schumpeterであ る。
彼 は 「外 部か らの衝 撃 に よって動 か されない,そ して経済 か ら自発的に生 まれ,非 連続 的な変化
ゆ
をさす経済 発展」 を解 明す るに際 し,「革新」 の存 在 に 注 目 し,イ ノベー シ ョンによ って もた らさ
れ る動的不 均衝の存 在 が経済 の健 全な姿 であ ると した。
彼 は革新 を 「新 生産 函数 の樹 立」 な らびに,「生産 諸要素 の新 結合」 と し,単 に 生産 技術の 革新
ゆ
のみに と どまるのではな く,お おむね以下 の内容 を伴 うもの と して とらえた。
ω 新 しい財 貨,す な わ ち消 費者の間 で まだ知 られていない財 貨,あ る毛・は新 しい晶質の財 貨 の
生産。
(2)新しい生産方法,す なわ ち当該産業部門 において実際上未知な生産方法 の導入,こ れはけ っ
して科学的 に新 しい発 見に基づ く必 要はな く,ま た商品の商業的取 扱 に関す る新 しい方法 を も
含 んで いる。
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㈲ 新 しい販 路の開拓,す なわ ち当該 国の当該産 業部 門が従来参加 していなか った宙場 の開拓。
ただ しこの市場 が既存 の ものであ るか どうかは問 わない。
(4)原料 あるいは半製品 の新 しい供給源 の獲得。 この場 合 において も,こ の供給源が既存 の もの
であ るか一 単 に見逃 されていた のか,そ の獲得 が不可能 とみな されていたのか を問わず一
あ るいはは じめてつ くり出 されねばな らな いか は問 わない。
'
㈲ 新 しい組織 の実 現,す なわち独 占地位(た とえば トラス ト化 に よる)の 形成 あ るいは独 占の
打破 。
またSchumpeterは,この ような内容 か ら構成 され る革新 を初 めて概 念 と して 整理す ると同時
に,こ の新結 合の遂行 を自 らの機能 と し,そ の遂行 にあた っては能動的 要素 とな りうる経済主体 と
しての 「企 業者(Unternehmer,Entrepreneure)」を経済学 には じめて概念 と して導入 し,新 結 合
の遂行 およびそれを経 営体な どに具体化 した もの を 「企 業(Unternehinung,Corporatlon)」として
　の
とらえた点 も従来 の経済学 には求め られなか った もの と して関心 が ももたれ るところであ る。
一方,経 営学 の領域 への 当該概念 の導入 を図 った のがP.F。Druckerであ る。 ・
彼 はSchumpeterの概念 を基に,「生産物 または サー ビスの革新,お よびそれ らの供給 に必要な
諸種 の熟練 ・活動 の革新」 をイノベー シ ョンと して と らえるとと もに,「生産 的資源の 管理 と 生産
的利用お よび生産性 の向上 をめざす機 能」 とい う企業者 の機能 としてその位 置付 け を行 った。






図11)ruckerの イ ノ ベ ー シ ョ ン 概 念
ll-2.革新研究 の動向
Schumpeterならび にDruckerの研 究 を端緒 に して,ま た経済学 お よび経 営学のみに限定 され
ず,社 会学 や心理学 な どの隣接研究領域 におけ る当該研 究 も最近 においては さかんであ り,も はや
:革新 概念は学際的な テー マとな りつつあ るといえよ う。
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この よ うな当該研 究の動 向に際 し,そ れは大 き く次 の4つ の研 究 アプ ローチに分類 す ることがで
きる。 その4つ とは,① 革新 の本質 の解 明,② 革新 の プ ロセ ス研究,③ 革新 と組織 との関 連1生
　の
に関す る研究,④ 革新 のマネ ジメ ン トに関 す る研究,で あ る。
革新 の本質解明 に関 しては,す でに示 したShumpeter,Druckerが挙 げ られ る。つ ぎの革新 の プ
ロセス研究 とは,革 新 を一つの プロセス として とらえ,あ る新 しいア イデ ア等 が組織 内において ど
の よ うに具 体化 されてい くのか とい った,変 換 プロセ スと して と らえ るア プローチ をさ レMarch・
(7)(8)
J.G.=H.A.Simon,Knight,K.E.などに よる ものが代表 的研 究 とされ る。
つ ぎに革新 を組織 との関連 において と らえた ものについてみ る。
この アプローチは,い わゆ る組織論 をベー ス とした もの で,特 に革新 の推進 に有効 とされる組織
の解明 に重点 を置 き,革 新 生成 の環境 と して組織 をと らえてい る。
くの
代表 的な研 究'として は,Burns.T.=Stalker,G.M.によ るもの があげ られ る。彼 らは機械的組織
と有機的組織 の うち,後 者の ほ うが革新 に有 効で ある ことを実 証 した。
またWilson,J.Q.は,組織 の複 雑性 の増大 に比例 して革新 の想起 がな され るが,採 用率 に関 し
て は逆 に低下 す るとい うrWilsonのジ レンマ」 を提起 し,組 織 が革新 の促進 要因 と阻害要 因との
ゆ
両 方 に機能 す ることを明 らか に してい る。
革新 のマネ ジメ ン}に 関 しては,そ の主体 を 「企業家(entrepreneur)」とい う特 定の 人的資源
に帰結 させ,特 に 「企業 家精神(entrepreneurship)」の重要性 を強 調す る傾 向にあ るといえ,J.B・
ω ㈱
QuinnやH.H.Stevensen=D.E.Gumpertなどが代表的 な研究 者 と して挙 げ られる。
以上にみた諸 アプ ローチに示 した研 究成 果は その一部 に過 ぎないが,革 新 研究 の動向 を示 す一例
とされ よ う。 しか し,こ うした多 くの成 果が与 え られなが らも,い まだ そこには課題 が残 されてい
るとい える。 すな わち,企 業 におけ る活動 の諸局 面 を革新 の実現 の 「場」 と して と らえる ミクロ的
考察 だけではな く,企 業 を環境 との関連で とらえ,そ の環境 を革新 ρ実現 の 「場 」 とす るマ クロ的
考察 の必要性 であ る。.∫'
おお よそ,こ の よ うな アプ ローチ を新 たに とる'ことに よって,企 業 に とっての:革新 が いかな るも
のであ り,い かな る意味 を有す るか と.いうことが,よ り動態 的 に理解 され るもの と思 われ る。




「企業」につ いては従来,そ こにおいて行 われ るマネ ジメ ン トが研究 の対 象 とされ,企 業 その も
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のは,あ くまで もマネ ジメ ン トが行 われ る 「場 」 として しか とらえられなか った。 しか しなが ら,
最近の革新 研究においては,革 新 の主体 と しての企業 自体 が重視 され るよ うにな り,企 業 をマク ロ
的 に どらえ,そ のメカ ニズ ムの解 明が 目標 とされつつ あ る。
企業 の革新 および創 造 め論理 とい った基 本原理 は,多 くの場合,他 の基礎学問 か ら派生 して い る
ことが多 く,そ のなかで も生物学,物 理学 に依拠 す る点 が大 きい とい える。
ゆ
企 業 を 「主体的 目的 を有 す る自己組織」 と し,さ らに 「差異 に差 異 を果て しな く重ねてい く差異
　
化 の運動体 」 と して と らえると,そ こには生体 としての特性 を確 認す ることが でき る。 すなわ ち,
周 囲の環境 と交換 を続 け ることで,エ ネルギーや物 質の流 れ を自 ら維持 し,長 期 にわ た って グロー
バルな安定構造 を自分 で組織化 してい くとい う,散逸的 自己組織 化の結果 としての 「散逸構造(Dis一
　
sipativestructures)」と して の特 性 で あ る。
さ らに 企 業 の もつ 生 体 的 特 性 と して は,「自 己組 織 化(Self-organiztltion)」,「自 己創 出性(Auto-
poiesis)」,「自 己参 照 性(Selfreference)」とい うもの が 挙 げ られ る。
あ る シ ス テ ムの機 能 が 自 己再新(Self-renewing)を本 来 的 に 志 向 す る 性 質 が 「自 己創 出性 」 で
⑯ 働
あ り,自 己創 出 システムが 自分 白身の存 在 に対 し最初 に 目を向け る性質 をr自 己参照性」 とい う。
また 「自己組織性 」は,シ ステムが環境 との相互作用 を営むな かで,自 らの構造 を自ら作 り変 え
ゆ
て い く性質 を総称 す る概念 であ り,こ れ らの システムには,'環境 と'結合す る ととに よ り,と もに進
ロの
化す る とい う 「相互進化(Co-evolution)」とい う性 質 も同時 に併存 してい る。
このよ うに,生 体 としての企業 は,非 平衡構造 と しての 自己創 出的散逸構 造 であ り,絶 対 的安定
状態 に決 して到 達 しえない特 性 も有 してい るの であ る。
すなわ ち,熱 力学的分枝の不安定域 を超 えて自発的 に形成 され たの と同様 に,構 造 自体 が再 び不
安定 とな り,新 たな構造へ移 り変わ るのであ る。 そ して,こ の新秩 序 の出現 の原動 力とな る もの ど
　
して近年 の経営 学において注 目されて きてい るのが 「ゆ らぎ」 に他な らない。
M-2.サ イバ ネテ ィクモデル
一般 に,企 業革新 は,有 機体 が環境 の変化 に適応 す るよ うに 自らの プロセ スを変化 させ ることの
よ うにと らえ られ る。 これは,生 物学 において用 い られ る概 念 であ り,そ れ によれば,環 境 の変化
を受 け,い わゆ る種 のなかにお いて様 々な変異が発 生,そ して それ らの変異 の うちの特 定 の種 のみ
が 自然淘汰 され,保 持 され,そ の結 果,そ の種 が適応 的な場 合は,次 な る突然 変異 の発生率 が低 く
ゆ
な り,逆 の場合 には,突 然変異 の発生が筒め られ,選 択淘汰 が強化 され る,と い うものであ る。
こ うした他 の学問領域 におけ る概 念が,意 外 に含意 に富 む ことがあ るが,サ イバ ネテ ィックモデ
ル も企業革新 の プ ロセスを考察 す るうえで示唆 す るものは多 い。事実,奥 村(1986)らは,こ の進
ゆ
化 モデルを基 に,「企業革新 プロセス ・モデル」な る もの を提起 してい る。(図2)
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出所)奥 村昭博r企 業イノ.べ一ションの挑戦』,日 本経済新聞社,1986,P・233
図2企 業革新の戦略:ネ オ ・アン トルプルヌー リアル ・モデル
この モ デ ル は,環 境 の 変 化(た.と・えば技 術 革新 の進 歩,グ ロー バ ル化,サ ー ビス化,ソ フ ト化 等)
が トッ プに よ る革新 の 引 き金 とな り,そ れ が 均 衡 破 壊 と い う ア ク シ ョンに つ な が り,バ リエー シ ・
ンを引 き 出 す契 機 とな り,バ リエー シ ョンの 創 出,増 幅 を経 て,革 瓢 が 具体 化 され, .トッ プは 具 体
化 され た新 シ ス.テム を保 持1継 承 し,さ らに環境 の 変化 が み られ た場 合 に は,ト ップの 機 構 の交 代.
とい う手 段 で対 応 す る,と い う も、の で あ る。
また,こ の モ デ ル は つ ぎの 特 性 を もつ。
① 革 新 プ ロ セ スの全 て に 様 々 の ア タ シ ・ ンを もって革 新 を遂 行 す るの は トップで あ る。.
② こ.の:プロセ スは 「マ ネ ジメ ン ト」・を志 向 す る もの で あ り,革 新 プロ セ スは 自'然発 生 的 な もの
で'はな く,マ ネー ジされ る・もの で あ る。
③ トップ と組 織 と の両 レベ ル の間 に は相 互 作 用 が存 在 し,.その プ ロセ スが選 択 メ カ'ニズ ム の エ
ッセ ンスで あ る。
④ トップに よ る情 報 あ る い は シ ンボル の操 作 に よ って,次 第 に組 織 の 中 か ら新 しい情 報 を創 造
し,そ の新 情 報 の もつ 意 味 を共有 させ て い くこ とが 革 新 プ ロ セ スの結 果 とな る。
'
⑤ この革 新 プ ロ セ ス,・モデ ル は 「継承 ・保 持 」 あ る いは 「交代 」 とい うル ー プに よ って,新 た
な エ コ ロー ジ変 化 に 対 処 しよ う と.する環 境 適 応 モ デ ル で あ る。
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この 「企業革新 プ ロセ ス ・モデル」は,当 該研 究 にお ける最近 の学際的 アプロ・一チのなかで も比
較的整理 された もの であ るとい える。
皿一3.企業と情報との関連
情報概念はいまだ学際的研究領域にある新 しい研究対象といわざるをえないが,それでも最近で
は糖 学においても,その鞭 的聴 入が図ちれてきて規 蝶 や組織を理解するうえでのキー
ワー ドとさえ言 われて いる。
そ うしたなか で,経 営 もし くは企業 を情 報 とい う視点 で と ら零る際 には,つ ぎの よ うな分析 視点
⑳
があ る。
まず第一 の視 点 と して,組 織 の経 営 に対 す る外部 か らの情報 の イ ンパ ク トの重要性 を強調す る も
のであ る。
これは,環境変化に関する情報の善悪が組織の経営や成長に与える影響,な らびに外部 との情報
交信 ネ ッ トワニ クと しての外部情 報 インフラス トラクチ ュアの変化 に伴 う組織 行動変化 の解明 をね
らい とす る ものであ る。
つ ぎに第 二の視点 として,組 織 内部 に蓄積 された情 報 の ス トックが組織 の経 営の成 果 に対 して有
す る意味 を強 調す る もので あ り,こ れは資源 と しての情 報 の獲得 ・蓄積 ・展開 ・活用 に関 す る組織
の具体的行動 の解 明 を.図ろ うとす る もの であ る。
そ して第 三の視点 は1組 織 内 の情 報活動 の観 点か ら経営 を考 えるものであ り,経 営管理 を情報 に
関連 す る活動 と して とらえる ・もので ある。
これ らの視点は,経 営 と情 報 との関連性 を考察す る もの と しては,先 端 的な もの とい え るが,依
然,として情 報を所与 の もの と してと らえ る傾 向に あ るといえ,そ うい う意味 では情 報の マネ ジメン
トとい う観 点 に立つ ものに他ならない。
しか し,こ れ らの分析視 点 に.よる考察に入 るまえに,企 業 と情報 との関連性 をマ ク ロ的 に とらえ,
企業 が外部情 報 を内部情報 に変換 す る以前 におけ る企業 と外蔀 時報 との動態 すなわ ち環境1におけ
る企 業 の もつダ イナ ミクス を解 明す ることが必要 と考 え られる。
継 続 して行 われて い る企業 活動 のなか におい て最 も大 きな負荷 を有 す る企業革新 も,実 際には,
環境(と くに外 部情 報)と 企 業 とが織 りなす綾 に他 な らな いとい え,そ うい う意味 か・らも,外 部情
報と,して存在 す る情 報 をいかに資源 と して取 り込 んでい くか とい う一連 の プロ セスが企 業 におけ る
革新 の解 明 を図 る うえでの重要な鍵 とな るもの.と思 わ:れる。
さてr情 報 」とは,伝 達 のために選択 され組織化 された デー タであ り,表 示 ・記 号等の手段 に よ
って,事 象 の もつ ランダム ネス(曖 昧性)を 減 じ,「不確 実性 」 を減少 させ,そ れを 通 じて 主 体 の
意思決定 に影 響す る機能 を果たす もの と して とらえ られ る。
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また情 報は,① 情 報 の共有可 能性,② 情 報の事前確 認困難性 と評価の相対価 値性,③ 情 報の
機 密性 と優 先性,と い う特性 を もつ。 これ らは各 々矛盾 す る ものであ り,「情報 のパ ラ ドックス」
と して取 散 され る。
次に情 報 をその内容 か ら類 型化 す ると,① サ イバネ テ ィック情報う ② 言説情 報,③ シンボル
㈱
情 報,④ 相互交通情報,に 分類す ることが可能 である。(表1)
表1情 報 内 容 の 類 型
情報の繍1内 容
サイバネテ・・ク憶測 灘 なシステムを斜㈱ るための儲
言 説 情 報
シ ン ボ ル 清 報






シ ・ンの場 でゆ らぎによ って創造 される不確
定で,無 秩序 さを保 った ままの情報
出所)西 山賢一 階 報の採集 と経済の栽培」今井 賢一監修 「経済 の生
、 ・tt体 』,NTT出 版,1987,PP.414-439.より作成。
.「サ イバ ネ テ ィ ヅク情 報 」 とは,複 雑 な シ ス テム を制 御 す るた め の情 報 で あ り,「言 説 情 報 」 は交
換 可能 な 形 に まと め られ,不 特 定 の人 々 の閥 に流 れ る こ との で き る知 識情 報 を意 味 す る。
また,「 シ.ンボ ル情 報 」 とは,「言 説情 報 」 が 内包 す る側 面 と して の 象 徴 性 ・シ ンボル 性 に着 目 し
た情 報 で あ り,さ らに 「相 互 交通 情 報 」 とは,交 換 や流 通 が 行 わ れ る以 前 の,コ ミュニ ケ・一 シ ョシ
め場 で,ゆ らぎに よ って創 造 され る不 確 定 で無 秩序 さ を保 った ま まの情 報 を意 味 す る。
こ う した情 報 め うち,「 言 説 情 報 」 は デ ー タベ ー ス型 の 情 報 で あ り,そ れ が さ らに 「相 互 交 通 情
報 」 の 混 じ りあ った もの が コ ミュ ニケ ー シ ョン型情 報 と考 え られ る。
一・一方 で また 情 報 は ,'その 具 体 的 内容 か ら,「形 式情 報(syntacticinformation)」と,「 意 味情 報
　
(semanticinformation)」にi類型化 され る。(表2)
形 式情 報は,情 報 の意 味 を問わな い,ビ ッ トで量的に測 定 され る記 号情 報 ・物理 的情 報 を指 し,
意味情報 は形 式時報 量は ゼ ロた近 いが,情 報 に意味が与 えられた ものであ るた めに,新 しい意味 を
さ らに生成す る概念 や価値 と して とらえ られ る。
この よ うに1多 くのバ リエー シ ・ンを もつ情 報は,企 業 において も,そ の外部 お よび内部の両面
において存在 してお り,企 業のパ ラダ イムが 「生産性 」か ら 「イノベー シ ョン」に移行す る現在,
第四 の経営 資源 としての 「情報」が もつ重要性は極 めて高 いといえる。 と りわ け経 営環境 として存
在 して いる外部情報 を取 り込み,解 析 し,利 用 させ るとと もに さ らには能 動的 に情 報 を創 造 してい
くことが,新 たなパ ラダ イムの下での企業に とっては極 めて重要 であると思わ れる。 そ こでつ ぎで
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出所)野 中郁次 郎 情 報の組織的創 造の方法論
一 ミ ドル ・ア ップダ ウン ・マ .ネジメン トの提言」
清水 博 監 修r解 釈 の 冒険 』,NTTItl版,
1988,p468.
は,企 業 エ コロジーな らびに企業革新 を情 報 プ ロセ シ ング ・プ ロセスに関連 させ ることに よ り,本
稿 な りの独 自の 「企業進化 モデル」 を提 起す る こととす る。
皿一4,新 しい企業進化モデル
企業 と環境 に関す る多 くの考察がすで に見 られ るが,そ こにおけ る問題 の多 くは,環 境 の変化 と
それへ の企業 の対応 の時間的 ギ ャップに関 す るものであ るとい える。
一般 には,環 境 の変化の ほ うが速 く,企 業 の対応は遅 滞す る とされ る。 そ して企業 は常 に環境 の
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変化 に適応 す る形 で対 応せね ばな らな い とい う,い わゆ る環境適応理論へ の依 拠がな されてきた。
そこにおい ては,κ適応"を 企業 が環境 ヘ ス レー ブす る ことと解 し,企 業は 単 に環境 を シュ ミレー
トす るに過 ぎない もの とされ ていた。
しか し,環 境 に適応 す ることの本意は,企 業 が環境 に.スレー ブす るの ではな く,環 境 の複雑 さを
内部 に取 り込 み,新 しいプ ログ ラムを'内部 に作 ることに よ り,予 測困難 な環 境の変動 に対 して準備
す ることにあ る。
本稿 では,企 業革新 を従来 の ミク ロ的 な とらえ方 か らマクロ的 にと らえ直す ことに よ って,企 業
によ る情報 プロセ シングに手 がか りを求めた。 その結果 と して,次 のよ うな新 しいパ ラダ イムを導
き出 した。
まず企業 はゴ イー ング ・コンサー ンとして永続 ・発 展す ることを最大 の課題 として有 しているが,
同時 にそれ を取 り巻 く環境 も常 に変化,発 展 を遂 げてい る。 そ うい う意味では,企 業革新 な らびに
進化 は,環 境 の変化 との競合 であ ると もい える。
この点 について示 したのが図3で ある。
企業環境 が進 化す るなか で,企 業 はそれに競合す るか たちで同様 に進化 するが,そ の動 向はい く
つかの革新 がつな が るかたちで行 われ る・ず なわ ち渡 の鞠 に とどま.るので`よな く・革新 が連続
す ることによ って,初 めて ゴー イング ・コ ンサー ンとしての企業 の永続性 が得 られ るのであ る。 図
3におけ る企 業進化 の曲線 は まさに この点 を示 して いる。
また企業 と環境 との関係 をみ ると,そ こに慮 二つ の状態 が考 え られ る。,まず第一 の状態 は,環 境
の進化 の波 のなか に企業 の準化 の波 が内包 され る状 態 であ る。 この状態 では,企 業 が常 に環境 に影
響 を受け続 け る状況 にあ り,環 境 か らの情 報 を常時,一 過性 の場面情報 と して とらえ,企 業 主体 が
それ に適応す る。
つ ぎに第 二 の状態 と して,企 業の進 化 の波 のな:かに環境 の進化 の波 が内包 され る状態 であ る。 こ
の状態 では,企 業 が環境 と しての情報 をす でに取 り込ん でお り,そ の情報 を加工処理 す ることに よ
って場面情 報 か ら計 画的情報 に変換 させ,そ れをデー タベー スとして企 業主体 が戦略的 に経 営 を行
う。
この二つ の状態 は,そ れぞれは究極 的 な ものであ るが,実 際 には第 一の状態 か ら第二 の状 態への
連 係が繰 り返 され るもの と考 え られ る。
この プ ロセスは,一 見す ると企 業の環 境適応 のよ うに見え るが,実 際 には環境情報 を企業 主体 が
学習 し,環 境 の変化 を情報 として取 り込 む によ って,単 に環境 の変化 に対応 するの ではな く,す で
に計 画的 情報 と して処理す ることに よ って,戦 略的 に対応 できる ことを意味 してお り,そ の プロセ
スは概 ね以下の通 りであ る。
① 外部情報として存在する環境の変化を:場面情報として収集する。



















② 環境の進化 とのギャップが次第に拡大され,最大にな った時に企業革新が開始 され始める。
(ター ニング ・ポイン ト)
③ 環境情報を情報資源 としての計画的情報に変換してい く。
④ 企業の進化が環境の進化を超越する。(ここまでのプロセスが企業革新のサイクルとされる)
⑤ 企業の諸種の病理的側面の表面化により,進化が停滞化し,環境の進化に再び越される。
図3新 し い 企 業 進 化(革 新)モ デ ル
② それ を計 画的時報 に変換(加 工処理〉す る。 なお こ.の作 業 は情報 の もつ多様性 の削減 の機能
も持つ。
③ 得 られた計 画的情報 をデー タベー スと して戦略的経 営に活用。
この・よ うな プロセ スは.環 境進化 との'ギャップが最大 に感 じられた時 に開始 され,そ れ を行 うこ
とによ り,そ の ギ ャップが企業 に よって克服 され,環 境進化 の波 を超 えることがな され る。 そ して
そ うい う一連の努 力が企業革新 に他 な らな いと考 え る。
すなわち,図3に お いては,企 業進化 の曲線 が環境(社 会)の 進化 を示す線 と乖離 す る方 向にあ
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る状態 が,さ きに示 した第 一の状態 をさす。 この状態 の企業 は,環 境 に先行 されたかた ちで同様 の
状態 が長期的に続 くな らば,非 常 に危機的 な状 況 にあ るが,反 面,当 該企業 の成 長の鍵 とな る新 た
な ビジネス ・チ ャンスを模 索す る状態 に もあ る。 そ して,そ うした危機意識 が成 長好機 へ と企業主
体 に よ って変換 され る時 点(環 境進化 と企業 進化 との ギ ャップが 最 大 に 至 った時点)を ター ニン
グ ・ポイ ン トとして,金 業主体 に よる情報 プ ロセ シングな らびに,そ れに基 づ く戦 略経 営 が開始 さ
れ る。
つぎにこのよ うな状 態 によ り,企 業進化が環境 の進 化 を上 回る状態 へ と移 行す るか たち とな り,
この状態 がさきに示 した第二 の状態 であ る。 この よ うな状態 に到達 しえた企 業は環境 に対 して作用
を及 ぼす こ とも可能 であ り,い わゆ る企業 に よる環境創 造 が この ことに該 当す るといえ る。こ の こ,
とは,有 効的 な経営戦 略理論 としての 「環境適 応理論」 か ら 「環境創 造理論」へ のパ ラダ イム ・シ
フ トが ここ数年 において行 われて きた ことか らも裏付 けされ る。 そ して,こ の よ うな一連の プ ロセ
スが企業 革新 に他 な らな い と考 え る。
しか し,環 境 との ギ ャ ップが克服 されて も,:環境の変化 に伴 い,次 第 に以前 の状態 に回帰 せ ざる
をえず,ま た企業 主体 の内部 にお いて情報 の編成 原理 が構築 され るこ とは一方 では,つ ぎの企業変
革の阻害要因 と して逆機能 し始め,企 業成長 が長期的 に停滞 す るよ うにな る。
この よ うななかで,企 業 の物 質的資源 と情 報資源 とのア ンバ ラ ンスが生 じ,そ の解消 す る方向 が
企 業の方 向性 と して,組 織 メ ンバー に認知 され る とともに,圧 力メカ ニズム として機 能 し,組 織緊
張 を高め るとと もにエネル ギー水準 を高 め,企 業進化 の ドラ イブとして作用 す る。
こうした新 たな革新 を行 うため には,さ きの情 報編成 原理 を創 造的 に破壊 す ることが必要 とされ,
その よ うな観 点か らも,企 業革新 としての情 報 プロセ シ ング も常 に循環的 に再生 され るので ある。
そ して,こ の一連 の企業 革新 プ ロセスが連係 され てい くことに よ り,ゴ ー イング ・コ ンサー ンとし
'ての企業進化 が実現 されて い くもの と思 われ る。
lV.結 び
「生産性」 か ら 「イノベー シ ョン」 へのパ ラダ イム ・シフ トに直面 してい る現代企 業 にと って企
業革新は極 めて重 要な課 題 といえ る。
この よ うな背景 をもとに,経 営学 において も企業革新 は最 も今 日的 テーマ とされ るとと もに,多
くのアプ ローチか らの研 究が行わ れて きた。 また 同時 に,隣 接諸科学か らの研 究 もな され,多 次元
かつ学際的概念 としての 「革新(イ ノベー シ ョン)」の把握 が行 われて きた。
しか しな が ら,こ の よ うな当該研 究の もつ特殊性 が当該概 念 をい まだ不明瞭 な ままに して いる こ
と・も事実 であ る。
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このよ うな ことか ら,本 稿 にお いては,従 来 までの企業革新 に関す る分 析視点 が,・技術管 理や新
纏 糊 鯵 ジメ拶 剛 ナ融 業主体の醐 や オ噛 「シヲナ傭 轍 φ解明ゆ 碑 て
いたのに対 し,企 業革新 をよ りマク ロ的 に とらえ直 し,環 境 き外 部情 報 と して取 り込 み,.戦略的経
営 に有用 な計 画的情 報に変換 す るとい う一連の情 報 プロセ シ ング ・プ ロセスに,企 業革新 と しての
企業ダ イナ ミクス を求めた。
また同時 に,企 業 を生体 的 にと らえ,そ れが特牲 と して もつ 「自己組織 性」 によ.る環境 との相 互・
作用 に蒼 目 し,企 業革新 の本質 を環境 との相互 関連 に求め,さ らにそ うした企 業革新 は無限 回帰的
な もの と してと らえる こζに$U・ い く?も の でノペ「 シ
.7ン●サ イクル が難 ざれ 御 にその
意義 を求めた。
今 回の作業 によ り,企 業 革:新に関す る研 究におけ る企業主体 の もつダ イナ ミク・スに関す る分析 の
補 足が された と思 うが洞 時 に一 つあ イノペー シ ・ン ・サ イク・レがづ 勘 サ イクル 噂 凧 て い
くメ カモズムについての新 たな分析 を行 うことの必琴性 が い まだ残 されτ いや。.この点 につ いては
今後 の拙者 の研究 の指針 とす る ことで,本 稿の結 び とす る。
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